
捕
獲
か
ら
流
通
ま
で
、
連
携
事
業
を
推
進

鳥
獣
害
対
策
を
、
駆
除
だ
け
で
は
な
く
食
の
展

開
ま
で
広
げ
た
取
り
組
み
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
三
重
県
。
担
当
は
、

三
重
県
フ
l
ド
イ
ノ
ベ

ー

シ
ョ
ン
課
。

6
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
専
任
は

1
名
、
だ
。

ジ

ピ

エ

の

食

へ

の

取

り

組

み

は

2
0
1
1年
か
ら
始
ま
っ
た
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
、
解
体
処
理
、
食
肉
、
食
品
売
り
場
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
一
連
の
流
れ
を
県
が
中
心
に
連

携
事
業
を
推
進
、
消
費
者
に
届
く
体
制
を
整
え
た
。

み
え
ジ
ピ
エ
と
し
て
食
品
に
利
用
し
て
い
る
の

は
、
解
体
処
理
施
設
が

6
ヵ
所
。
加
工
品
製
造
施

設
が
、
胸
サ
ン
シ
ヨ
ク
、
松
阪
ハ
ム
附
な
ど
の

3
カ

所
。
購
入
で
き
る
の
が
却
ヵ
所
。
み
え
ジ
ビ
エ
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
大
手
チ
ェ
ー
ン
庖
の

C
o
c
o
壱
番
屋
を
始
め
臼
ヵ
所
あ
る
。
三
重
県

内
が
中
心
だ
が
、
県
外
で
は

2
庖
舗
が
扱
っ
て
い

ヲゐ
。丸

亀
市
の
中
華
料
理
屈
「
中
国
名
莱
し
ら
か
わ
」

の
白
川
貴
久
さ
ん
は
、

「
県
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
積

極
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
食
べ
る
き
っ
か
け
が
広
が
っ

た
。

ヘ
ル
シ

l
で
女
性
が
受
け
入
れ
や
す
く
な
っ

て
い
る
」
と
言
う
。

食
品
加
工
を
手
掛
け
る
伊
賀
市
の
附
サ
ン
シ
ヨ

ク
で
は
「
ウ
ィ
ン
ナ
l
、
ハ
ン
バ

ー
グ
な
ど
が
人

シカ肉のトマト妙

め。肉はモモ肉

を使っている。

さ‘・.崎、奇号、

Li 
司園、 、←

~、

回れ

中国名菜しらかわの白川貴久

さん。ジビエはへルシーという

イメージがあるため、女性にも

人気があるという。

気
に
。
百
貨
庖
で
の
、
商
品
と
し
て
も
広
が
っ
た
」

と
営
業
部
長
の
中
野
和
彦
さ
ん
。

い
ず
れ
も
三
重

県
が
登
録
庖
と
し
て
認
証
を
し
た
も
の
だ
。

野
生
獣
解
体
数
は
、
平
成
幻
年
度
実
績
で
、
二

ホ
ン
ジ
カ

8
0
3
頭

(
5
5
6
)、
出

荷

量

6
8
0
5
k
g
(
4
6
6
1
)、
イ
ノ
シ
シ

1
5
4

頭
(
日
)
、

1
8
5
8
同
(
8
3
8
)、
が
食
品
と
し

て
出
荷
さ
れ
た
。
(
)
内
は
、
平
成
お
年
度
実
績
。

事局時綿
E 

鳥獣被害が増えているなか、三重県ではフードイノベーション課により、

捕獲から処理、加工、販売、食まで連携事業を推進。その取り組みをご紹介します。

駆除・解体処理の衛生管理・
食の展開までトータル的に取り組む

::J 
三重県のヨt:::z:.
ヲー日.~III\・=
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平
成
訂
年
度
に
大
き
く
需
要
が
伸
び
た
の
は
、

認
知
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
に
よ
る

も
の
。
三
重
県
フ

l
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
謀
に
よ

る
と

し
て
も
ら
う
庖
も
日
庖
舗
、
解
体
処
理
場
は
、
新

た
に
3
庖
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
増
え
る

予
定
で
す
」

大
き
な
広
が
り
を
見
せ
た
の
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム

ク
ー
ポ
ン
の
活
用
。
平
成
幻
年
度
の
国
の
補
助
事

業
を
利
用
し
た
も
の
だ
。
平
成
幻
年
8
月
1
日
か

ら
平
成
お
年
2
月
比
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

紙
ク
ー
ポ
ン
は
本
来
1
万
円
(
1
0
0
0
円
×

叩
枚
)
の
も
の
を
6
5
0
0
円
で
販
売
。
侃
庖
舗

が
参
加
し
て
い
る
。
電
子

ク
ー
ポ
ン
は
、
商
品

・
料
理

を
プ
レ
ミ
ア
ム
価
格
で
販

売
。
3
庖
舗
が
参
加
。
(助

成
率
は
お
%
)
。
換
金
利
用

額
は
、
合
計
8
4
6
0
万
1

1
2
0
円
。
利
用
率
は

ω・

5
%
だ
っ
た
。
同
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
初
め

て
食
し
た
人
は
必
%
。
お
い

し
か

っ
た
と
い
う
の
は
乃
%

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
ま
ず

か
っ
た
と
い
う
の
は

1
%

-
、J
'
-
。

乎'ハ
J

-

争
人

「
C
o
c
o
壱
番
屋
は
、
去
年
の
夏
、
県
内
の
す

べ
て
の
庖
が
登
録
庖
と
な
り
ま
し
た
。
シ
カ
肉
を

期
間
限
定
の
カ
レ

l
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2

0
1
5
年
で
、
販
売
し
て
も
ら
う
飲
食
屈
は

倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。
購
入
で
き
る
庖
、
却
を

三重県のジビエ・フードイノベーションIIUi fJ這閤慣儒鶴 ヨ主寺晶

rrみえジビ工J品質・衛生管理マニュアルjに従って皮はぎ作業、解体を行う。
処理施設内の温度は 4"Cに設定されている。

「いがまち山里の幸利活用組合かじかJの解体処理施設。

実
態
調
査
に
基
づ
い
た

晶
質
・
衛
生
管
理
の
指
導
・
認
定

三
重
県
が
ジ
ビ
エ
を
大
き
く
食
に
展
開
で
き
た

の
は
、
捕
獲
か
ら
解
体
処
理
、
出
荷
ま
で
の
基
準

を
決
め
て
『
「
み
え
ジ
ピ
エ
」
品
質
・
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
、
捕
獲
や
解
体
を
す
る

手
法
を
明
確
化
し
、
指
導
と
認
定
を
進
め
た
か
ら

だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
甚
大
な
獣
害
被

害
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
被
害
額
は
三
重
県
内
で

5
億
6
0
0
0
万
円
(
平
成
部
年
)
あ
る
。
ピ
ー
ク

は
平
成
お
年
で
8
億
2
0
0

0
万
円
だ
っ
た
。
ち

な
み
に
国
全
体
で
は
2
3
0
億
円
に
も
な
る
(
平
成

担
年
度
、
農
水
省
)
。

実
施
に
当
た
り
実
態
を
調
査
し
て
、
シ
カ

・
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
特
に
食
と
し

て
利
用
が
少
な
い
シ
カ
を
優
先
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。

一
方
で
、
全
国
の
ジ
ピ

エ
の
食
品
利

用
を
調
査
。
利
用
が
広
が
ら
な
い
理
由
を
明
確
化
持

し
た
上
で
、
そ
の
対
策
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

日

な
か
な
か
利
用
が
進
ま
な
い
要
因
は
、

加

①
屠
殺
と
放
血
、
解
体
な
ど
を
適
切
に
行
う
よ
う

襲

に
基
準
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
肉
の
劣
化
、
糊

匂
い
が
出
る
な
ど
、
品
質
管
理
が
で
き
て
い
な
い
。
M
E

②
捕
獲
の
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
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肉
の
品
質
が
保
て
な
い
。

①
解
体
処
理
場
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
安
全
安
心
な
出
荷
態
勢
が
で
き
て
い

な
し
。

④
売
り
先
が
開
拓
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
売
り

場
が
な
く
、
活
用
が
さ
れ
に
く
い
。
結
果
、
安

値
で
販
売
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
に
持
続
的
な
取

り
組
み
に
な
ら
な
い
。

な
ど
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

i

で
衛
生
管
理
基
準
「
「
み
え
ジ
ピ
エ
」

一
鳥
山

品
質

・
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

一

点
…
;
・

作
成
。
そ
の
基
準
を
守
っ
て
も
ら
い
、

一

υd
j
 

同
時
に
県
で
売
り
場
開
拓
を
し
て
販

一

ビ
川

売
ま
で
を
保
障
し
て
い
く
取
り
組
み

一

ジ
ω

を
実
施
し
た
。

一
ぇ
山

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
捕
獲
か
ら
放
血
、

「
い

刷

解
体
、
解
体
場
所
の
基
準
、
出
荷
ま

で
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。
捕
獲
を
し
て
も
す
で

に
死
亡
し
て
い
る
も
の
や
、
銃
で
撃
た
れ
て
腹
部

を
被
弾
し
、
内
容
物
が
漏
れ
た
も
の
は
、
肉
が
汚

染
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
利
用
で
き
な
い
。
屠

殺
後
に
す
ぐ
放
血
し
な
い
も
の
や
、
泊
時
間
以
内

に
4
℃
以
内
で
保
管
で
き
な
い
も
の
は
利
用
で
き

な
い
な
ど
管
理
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

県
の
登
録
を
受
け
な
い
と
、
み
え
ジ
ピ
エ
と
し
て

本池袋n.三宜保のんえグピエ舎骨耐え"

a島・':1，L'*，岬ぎれ守い hf>J1Tす
町一u_叫山叩・E・e・..・・・山山山"".，.，
..一一山脇・・10，..，.1…・.......山川印刷

三重県
Ili....f・c....

憶にはICカメラと
太陽光発電システ

ムが設置されてい

る。スマートフォン

で震の様子がリア

jレタイムでわかる。

販
売
が
で
き
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
畜
産
と

同
等
の
厳
し
い
内
容
に
厳
し
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

解
体
処
理
を
し
て
い
る
施
設
の

1
つ
が
、
伊
賀

市
に
あ
る
「
い
が
ま
ち
山
里
の
幸
利
活
用
組
合

か
じ
か
」
。
森
林
保
全
の
「
有
限
会
社
芭
蕉
農
林
」

に
併
設
さ
れ
て
い
る
。
代
表
は
中
森
秀
治
さ
ん
。

間
伐
・
伐
採
・
搬
出
な
ど
の
山
林
保
育
事
業
が
本

来
の
仕
事
で
、
日
名
が
働
い
て
い
る
。

余
談
な
が
ら
、
滋
賀
県
の
フ

ッ
ト
サ
ル
の
代
表

選
手
が

6
名
働
く
。
か
つ
て
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
を

雇
っ
た
と
こ
ろ
、
早
朝
4
時
に
山
に
入
り
、
午
後

2
時
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
、
練
習
に
打
ち
込
め

る
と
口
コ
ミ
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
だ
と
い
う
。

ジ
ピ
エ
専
門
の
「
か
じ
か
」
を
作

っ
た
の
は

2
0
1
2
年
ロ
月
。
県
の
指
導
で
解
体
処
理
場
を

整
備
し
た
。
費
用
は

1
2
0
0
万
円
。
洗
浄
か
ら

解
体
、
パ
ッ
ク
詰
め
、
出
荷
ま
で
が
別
々
の
部
屋

に
な
っ
て
お
り
、
衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ピ
エ
担
当
は

3
名
い
る
。

畏
(
権
)
は
県
が
実
験
用
に
設
置
し
た
大
型
の
も

の
が
日
ヵ
所
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
森
さ
ん
の
と

こ
ろ
が
担
当
す
る
の
は

7
ヵ
所
。
民
の
様
子
が
ア

プ
リ
に
動
画
配
信
さ
れ
る
。
国
の
「
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
」
を
利
用
し
た
も
の
で
、
平

成
部
年
度
の
全
体
の
予
算
は

2
億

1
0
0
0
万
円
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が
あ
る
。
こ
の
他
県
で
、
サ
ル
対
策
2
0
0
万
円
、

捕
獲
関
係
で

5
7
0
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
。

三重県のジビエ・フードイノベーション

艦
は
市
町
村
が
導
入
。
こ
れ
に

I
C
カ
メ
ラ
、

小
さ
い
太
陽
光
発
電
が
付
い
て
お
り
、

三
重
県
農

業
研
究
所
を
介
し
て
櫨
に
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
様
子
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
配
信
さ
れ
る
。

も
う
1
つ
、
猟
師
か
ら
の
連
絡
。
近
く
に
叩
名

が
お
り
、

1
人
が
却
カ
所
ほ
ど
の
民
を
か
け
て
い
る
。

捕
獲
は
基
本
的
に
銃
弾
を
使
わ
な
い
も
の
。
被
弾

を
す
る
と
内
臓
か
ら
雑
菌
な
ど
が
入
り
、
肉
質
が

落
ち
る
か
ら
だ
。

中
森
さ
ん
が
県
か
ら
引
き
受
け
た
理
由
は
、

①

植
林
を
す
る
と
シ
カ
が
食
べ
る
と
い
う
被
害
が
多

く
な
っ
て
い
た
、

②
村
ま
で
シ
カ
が
降
り
て
き
て

車
に
ぶ
つ
か
る
な
ど
の
事
故
も
出
て
い
た
、
な
ど

獣
害
を
実
際
に
受
け
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、

③

捕
獲
を
し
た
シ
カ
を
ド
ッ
グ
フ
l
ド
に
し
て
販
売

を
し
て
い
た
実
績
が
あ
っ
た
、

④
狩
猟
免
許
が

あ
っ
た
、
と
条
件
が
揃
っ
た
か
ら
だ
。

県
、が
中
心
と
な
り
、

販
売
先
を
開
拓

結集 毘白書澗語周霞函館 ヨ

販
売
先
開
拓
は
、
フ

l
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課

が
食
品
加
工
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
料
理
屈
な
ど
を
、

直
接
口
説
い
た
。

加工用の肉は

真空パックされる。

処理場に設置されている真空パックの機械。

処理された

シカ肉を運ぶ

冷凍車。

「
最
初
の
頃
は
、
シ
ェ
フ
か
ら
、
こ
れ
だ
け
他
に

い
い
も
の
が
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
シ
カ
肉
を
食

べ
ま
す
か
ね
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
シ
ェ
フ
の
方
か
ら
使
っ
て
み
た
い
と

い
う
声
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
大
衆
路

線
か
ら
広
げ
て
い
こ
う
と

C
o
c
o
壱
香
屋
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
し
た
」
(
三
重
県
フ

l
ド
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
課
)

か
じ
か
の
中
森
さ
ん
は
、
県
の
取
り
組
み
を
「
県

の
方
が
販
売
先
を
開
拓
す
る
か
ら
是
非
と
言
わ
れ

た
か
ら
で
き
た
こ
と
。
個
人
で
は
と
て
も
無
理
。

県
の
営
業
力
あ

っ
て
こ
そ
で
す
ね
」
と
高
く
評
価

す
る
。
食
品
加
工
施
設
を
作
る
に
当
た
り
、
食
肉
安
全

衛
生
資
格
、
食
品
衛
生
責
任
者
の
資
格
を
と
っ
た
。

施
設
は
、
工
程
ご
と
に
部
屋
が
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

食
肉
販
売
業
、
食
肉
処
理
業
の
基
準
を
満
た
し
て

お
り
、
現
在
は
、

1
日
の
平
均
処
理
数
は

2
1
3頭
。

5
1
6
頭
に
な
る
こ
と
も
。
昨
年
は

4
7
0
頭
を

捕
獲
・
処
理
・
販
売
し
た
と
い
う
。

櫨
に
か
か
っ
た
シ
カ
は
、
そ
の
場
で
中
森
さ
ん

自
家
製
の
槍
状
に
な
っ
た
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
か
け

て
倒
し
、
頚
動
脈
を
刺
し
て
血
を
抜
く
。
著
し
い

損
傷
や
病
気
な
ど
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
す
ぐ

に
冷
凍
車
に
積
み
、
解
体
処
理
場
に
運
ぶ
。
夏
場

調圃~建融萄吾
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は
印
分
以
内
、
冬
場
は
卯
分
以
内
に
搬
送
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

処
理
場
で
は
、
水
で
洗
浄
し
、
吊
る
し
て
、
皮

を
は
ぎ
、
内
臓
を
取
り
出
し
て
、
解
体
を
し
て
部

位
ご
と
に
真
空
パ
ッ
ク
さ
れ
る
。
処
理
場
は
、

4
℃

で
温
度
管
理
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
近
く
に

あ
る
加
工
食
品
を
手
が
け
る
鮒
サ
ン
シ
ヨ
ク
、
中

国
名
莱
し
ら
か
わ
な
ど
に
直
接
運
ば
れ
る
。

味
は
、
ど
う
な
の
か
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
季

節
で
変
わ
る
と
い
う
も
の
。

「
冬
場
の
シ
カ
は
脂
が
の
っ
て
い
な
い
。
夏
場
に

の
る
。
こ
れ
は
好
み
で
分
か
れ
ま
す
。
一

方
、
イ

ノ
シ
シ
は
、
冬
場
に
脂
が
の
る
。

6
月
頃
は
、
少

し
臭
み
が
で
ま
す
ね
」
と
中
森
さ
ん
。

「
か
じ
か
」
の
ジ
ピ
エ
の
取
り
組
み
で
、
特
筆
に

値
す
る
の
は
、
ド
ッ
グ
フ

l
ド
の
販
売
だ
ろ
う
。

ペ
ッ

ト
で
も
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
が
広
が
り
、

ヘ
ル
シ

l
志
向
か
ら
、
ジ
ピ
エ
が
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
の
だ
。
肉
用
に
処
理
さ
れ
た
ジ
ビ
エ
の
う
ち
、

内
臓
、
骨
、
角
な
ど
は
、
ペ

ッ
ト
フ

l
ド
に
、
皮

は
な
め
し
の
専
門
家
に
固
さ
れ
、
バ

ッ
グ
や
、
服

な
ど
に
な
る
。

ペ
ッ
ト
フ
l
ド
担
当
は
、
奥
さ
ん
の
中
森
律
子

さ
ん
。
野
菜
乾
燥
機
で
叩
時
聞
か
け
乾
燥
さ
せ
る
。

肉
は
ジ
ャ

l
キ
l
に
。
骨
、
ア
パ
ラ
も
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
に
な
る
。
シ
カ
の
角
は
、
イ
ヌ
の
歯
磨
き
を
兼

ね
た
も
の
に
な
る
。
内
臓
の
よ
う
な
生
肉
は
ブ
リ
ー

ダ
ー
が
購
入
す
る
と
い
う
。

販
売
先
は
、
卸
業
者
が

1
件、

ブ
リ
ー
ダ
ー
が

3
件
、
イ
ヌ
の
保
護
施
設
が

l
件
、
ペ

ッ
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
が

3
件
、
個
人
が
叩
件
。
ネ
ッ
ト
で
も
販

売
し
て
い
る
。
袋
詰
め
は
、
障
害
者
支
援
で
作
業

所
に
委
託
を
し
て
い
る
。

捕
獲
か
ら
処
理
、
加
工
、
販
売
、
食
ま
で
の
つ

な
が
り
を
作
っ
た
こ
と
で
、
県
内
の
獣
害
被
害
は
、

確
実
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
食
へ
の

転
換
は
、
ま
だ
ご
く
一
部
。
狩
猟
や
捕
獲
し
た
も

の
の
多
く
は
他
県
同
様
埋
設
処
理
さ
れ
る
。
シ
カ

1
万
9
7
5
7
頭
、
イ
ノ
シ
シ

1
万
1
7
8
1
頭、

サ
ル

1
7
4
2
匹
が
平
成
初
年
度
の
実
績
だ
。

「
県
内
の
被
害
金
額
は
減
っ
て
き
て
は
い
る
も
の

の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
集
落
で
は
被
害
軽
減

の
実
感
が
な
い
と
い
う
声
も
多
い
。
そ
こ
で
三
重

県
農
業
研
究
所
、
林
業
研
究
所
で
集
落
に
お
け
る

被
害
対
策
と
捕
獲
に
加
え
、
山
林
で
も
捕
獲
を
進

め
被
害
軽
減
の
実
証
実
験
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

(
三
重
県
獣
害
対
策
課
)
。

今
後
の
取
り
組
み
も
注
目
の
三
重
県
だ
。
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